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格子状高速交通網を持つ都市平面における距離t時間分布  
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0   

d＝1の場合について乃＝1，2，3，4，〃→ぬと変化させた  

場合の経由距離分布ふg仰の変化を示すと，図4のよう  

になる．g仰が縦横それぞれ〃本ずつの格子状交通網を  

持つ正方形領域における距離分布である．〝が1，∞以  

外の場合，ムが不連続点を持つために＆〃も微分不可能  

点を持つ分布となり，〃の増加とともにg‥に近づいていく  

様子がわかる．経由地数〃と句r）の関係を示したのが，  

図5である．〃の増加に従って1／2から減少し，1／3に収  

束していく様子がわかる．   

3．高速移動を仮定した場合の移動時間分布   

移動距離ではなく交通路での高速移動を前提とした  

移動時間分布で見るとどうなるであろうか．いま，経由地  

（交差点）間を移動する場合，交通路上では通常のc  

（0≦c≦1）倍の時間で移動可能であると仮定する．例え  

ば，図3の1次元空間での移動時間は，薄い網掛部で  

は経由地間1区間を移動し，濃い網掛部では交差点間  

2区間を移動する（白抜数字が区間数）．このように経由  

地間の何区間を移動するかで場合分けを行い，それぞ  

れについて移動時間分布を求めて足し上げることにより  

移動時間分布を求める．  

経由地間の移動区間がない移動の時間分布は  

0120543  

0110284   

1．はじめに   

高速交通路が生み出す迂回が移動距離や移動時間  

に与える影響を理論的に把握しておくことは，都市構造  
の計画設計において基本的な課題である【l】【2】【4】．本稿  

では，正方形の都市空間とrectilinear距離を前提とした  

都市モデルを用いて，格子状の高速交通網が生み出  

す迂回を内包した移動距離・時間の分布を，1次元空  

間における基本距離分布を組み合わせることによって  

導くことを目的とする．また，高速交通網の時間短縮効  

果や必要量との関係を明らかにする．   

2．格子状交通網を持つ正方形都市での距離分布   
図1のように正方形の領域に格子状の高速交通網が  

存在する場合を考えよう．但し，交通路は各方向とも等  

間隔に並べられるものとする．このとき，任意の2点間の  

経路は，縦横方向とも交通路を少なくとも1回は経由あ 

るいは横断するように決定されるものとする．このとき，  

縦方向及び横方向の移動を各方向別に分離すると，横  

方向の移動は，1次元空間において縦貫する交通路の  

位置を経由する経路のうち最短のものと一致し，縦方向  

の移動も同様に，1次元空間において横断する交通路  

の位置を経由する経路のうち最短のものと一致する．   

そこで，鈴木・腰塚【3】の方法と同様に，1次元空間で  

の〝点経由距離を考える（図2）と，発地と着地の位置の  

組と経由距離の関係は，例えば〃＝3の場合，図3の等  

高線で示したようiとなる．したがって，任意の2点間の乃  

点経由距離の分布は，  

0≦r≦  
2JI  

α  
＿＜r≦  
2乃  〃  

α  
＿＜r≦   
〃  2J‡  

3α  2α  

－＜r≦－  
2J‡  〝  

型 
r＋－  

〃α  

2（2乃－1）2〃  

〃（J  ‾‾才r   
空空 

（－「）         〝  

ガ（r）＝  （3）  

0≦r≦  

4α 塑旦 
r．＿＿＜r≦  ム（「）＝  （l）  となる．また，経由地間をi（1≦i≦乃－2）区間移動する  

ものの移動時間分布は  
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と求められる．平均はg（r）＝（2〃3＋2〃－1）叫6〃㌦分散は  
咋r）当4㌦－16乃4＋32乃3－23〃2＋8〝－2）叫72乃6）である．上式は  

〃≧1で成り立ち，また〝→のの極限は【3】の2点間の直  

接距離′（r）と一致する．   

図1のような2次元空間の場合は，移動距離は縦方  

向と横方向の和になるので，上の分布を用いて畳み込  

みの計算をすることによって求められる．すなわち，縦  

方向にm本，横方向に〃本の交通路が通るような交通  

網を持つ正方形領域における距離分布は，  

g∴月（r）＝エム（r－ズ）抽）血  （2）  

によって求めることができる．縦・横方向の本数が同じ場  

合の飢〃の分布の平均はg（r）＝（2〝3＋2〝」）α／（3〃3），分散  
は叩r）＝（4〃6－16〃4＋32〃ユー23〃2＋8〃－2）α／（36〝6）である．   

囲1高速交通網を持つ都市園3 起終点のペアと経由  
平面内での移動経路  距離  

図2 2点・3点経由距離  
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この分布を基本として畳み込みの計算を行うことによ  

り，2次元や3次元空間における格子状交通路を経由  

する移動時間分布を求める土とができる．   

4．おわりに   

本論文のモデルでは，モデルの簡便さを優先した  

ため，2地点間の厳密な最短経路を完全には再現し  

ていない．しかし，都市空間における距離や時間に  

与える交通路のマクロレベルでの基本的性質は整  

理されたと考えている．なお，本研尭は日本学術振  

興会科学研究費補助金による成果の一部である．   
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． 

それぞれの暗面分布ガとその和の分布ムを示したもの  

である．それぞれの分布形状は変わらないが速度の差  
が位置の差となって現れ，交通路上の速度が速く（cが  

小さく）なるにつれて，和の時間分布は左にシフトしてい  

く様子が読み取れる．  
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図4 経由距離による距離分布  図5 経由地数と平均移動距離  
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図6 経由距離による移動時間分布（上：C＝1，中：『0．5，下：C＝0）  
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